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方言もスムーズに認識し、長時間か
かっていた議事録作成が10～ 30分
に。文字で残るため引き継ぎの際など
も簡単に共有。

JAあいらについて

JAあいらは鹿児島県の中央に位置し、霧

島市、姶良市、湧水町の2市1町を事業区

域とする広域合併の農協です。特産品として

は霧島茶や鹿児島黒牛の生産が盛んで、そ

の他にも金山ねぎやあいらごぼうなど多様な

農産物を生産しています。

他社サービスの導入を検討したが精
度が悪かった 

私の所属する部署では、管理業務と人事

業務の他に、組織内のDXに取り組んでいます。

議事録作成に非常に時間がかかっていたた

め、お世話になっている商社に相談したとこ

ろ、「ScribeAssist」を紹介してもらいました。

過去にも一度別の文字起こしツールをトライ

アルしたことがありましたが、精度が良くな

かったため、導入には至りませんでした。

トライアルで効果を実感し導入を決
定

「ScribeAssist」のトライアルを行ったところ、

精度がかなり高いことを実感しました。また、

直感的に操作でき、文字起こししながら編集

できることもメリットだと感じました。これら

の点から業務効率化に効果があると判断し、

導入を決めました。他のJAや自治体の導入

実績も後押しとなりました。

費用対効果を見える化して導入の必
要性をアピール

導入にあたっては、議事録作成に時間が

かかっていることを数字で示し、費用対効果

を見える化しました。JAにおける意思決定は

民間企業と比べるとステップが多いため、導

入の必要性を理解してもらうことで、スムー

ズに進めることができました。

3時間かかっていた議事録が会議後
10分で完成

JAあいらでは、3時間を超える会議や終日

行う会議もあります。これらの会議を文字起

こしすると、以前は相当な時間がかかってい

ました。通常の会議でも、議事録作成に長

時間かかっていましたが、「ScribeAssist」を

使うことで、10 ～ 30分で完了するようにな

りました。また、引き継ぎの際に過去の会議

内容をすべて伝えることは難しいですが、

「ScribeAssist」を活用すれば会議内容が文字

で保存されるため、管理や共有が容易にな

ります。

▲  ScribeAssist の利用イメージ
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導入前の課題 導入後の効果
会議の議事録作成に非常に時間がかかっていた
以前に別のサービスをトライアルした際には認識精度
が不十分だった
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マイクを活用してもらう工夫

マイクを利用することで精度が向上します。マイクの活用を徹底する

ために、マニュアルをラミネートして一緒に置いています。こうした工

夫によってマイクを使ってもらえるようになり、音声認識精度が上がり

修正の手間も減っています。

方言も問題なく認識

方言もそのまま文字起こししてくれるため、特に問題なく使用できま

す。共通語と方言が混在する場合には、統一のために修正することも

ありますが、使用に支障はありません。
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株式会社アドバンスト・メディア

ScribeAssist（スクライブアシスト）は、音声録音からテキスト化、

編集、要約までをワンストップで実現する、AI音声認識で議事

録作成を自動化するアプリケーション。

スタンドアローン型アプリケーションなので、インターネット

接続の有無にかかわらず、いつでもどこでもご利用いただけます。

リアルタイム認識、ファイル認識の両方に対応しており、Web

会議のみならず、テレワーク、対面での会議や商談・打ち合わせ、

経営会議、セミナー・講演会、研修、インタビュー、面談など、様々

なシーンでの議事録作成業務の効率化を支援します。

ChatGPTと連携した自動要約機能も搭載し、議事録作成にかか

る手間を大幅に削減します。
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内容をすべて伝えることは難しいですが、

「ScribeAssist」を活用すれば会議内容が文字
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マイクを活用してもらう工夫

マイクを利用することで精度が向上します。マイクの活用を徹底する

ために、マニュアルをラミネートして一緒に置いています。こうした工

夫によってマイクを使ってもらえるようになり、音声認識精度が上がり

修正の手間も減っています。

方言も問題なく認識

方言もそのまま文字起こししてくれるため、特に問題なく使用できま

す。共通語と方言が混在する場合には、統一のために修正することも

ありますが、使用に支障はありません。

検討されている方へのメッセージ

DXは最初は難しいかもしれま
せんが、実際に導入してみると
その効果を実感できます。
「ScribeAssist」についても、導
入して良かったと心から思って
います。まずはトライアルを通
じて使い心地を試してみること
をお勧めします。
◀  総務部総務課 立山様


